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東工大

実施期間（場所）　2013. 11. 16　　     ガイダンス，レクチャー（東工大）
　　　　　　　　  2013. 12. 14 ～ 15   型・てびねり成形（東工大）
　　　　　　　　  2013. 12. 22 ～ 24   ろくろ成形（益子）
　　　　　　　　  2014.   3. 25 ～ 28   釉掛け，登り窯での焼成（益子）
　　　　　　　　  2014.   4.   5 ～ 6      窯出し（益子）

このプログラムは , 東工大基金「日本再生： 科学と技術で未来を創造する」プロジェクトの助成を受けて実施されました。

や き も の づ く り か ら 学 ぶ  も の つ く り

こぼれ話

本リーフレットは「東工大 Pottery Camp」の様子をお伝

えするための軽い読み物です。Pottery Camp 自体は，準

備期間を入れると 10 カ月にも及ぶ実験的な取り組みでし

た。「ものつくり」精神を大切にする本学の教育理念を実

践する意味でも画期的な企画だったと思います。対象は 

本学の学生と附属高校の生徒にしました。上記日程のよ

うに，本学で 2 回，栃木県の益子町で 3 回と かなり長丁

場でした。益子町での 3 回は寝食を共にしました。20 名

を予定していましたが，実際には参加者 21 名に 博物館

や附属高校の関係者を合わせて 30 数名の大部隊で活動し

ました。

キャッチフレーズ「やきものづくりから学ぶものつくり」が

決まり，ポスターの図案もかたまったところで，悩んだのが

企画のタイトルでした。難産の末に生まれたのが「東工大

Pottery Camp」です。これなら世の中の人気コピーライター

の作品に負けないと 大いに盛り上がり，何となくうまくいき

そうな気がしてきました。言葉は大事ですね。益子に貸切り

大型バスで向かう途中，ほどよい緊張感の中，首都高速道路

から本学ゆかりの地である “蔵前” を見たときには，「実り多

い企画になりそうですね。がんばってください」と励まされ

たような気がしました。

東京工業大学博物館



Pottery Camp 便 り 番 外 編（ 序 ）2013.11.16 & 12.14‒15 の こ ぼ れ 話

陶器とギター

大きな荷物が 2 つあった。一つは 登り窯の仕組みを

説明するための模型，もう一つは何とギターだった。

陶芸の特徴はゆっくりした動きの中で “ ものをつく

る ” ことといってもいいだろう。意識を集中しつつ，

粘土を変形させ，頭の中のイメージを具現化させて

いく作業はギターを弾く動きと相通じるものがある

そうだ。静かに息を吐きながら仕上げていく。吐く

息の中でしかモノは作れないと聞いて，なるほどと

納得した。初回（2013.11.16）のレクチャー後の作陶デ

モでは，実演の前に，ギターで 3 曲聴かせてもらっ

た（写真 1）。ギターも村田さんの手作りだそうだ。

しかも村田さんの好きな日本産の木を使って作った

とのことだった。

出し物で嬉しかったものは 3 つあった。❶ 第 1 は何

といってもお菓子だ。亀井副館長がわざわざ都内の

有名店まで出向いて買ってきた差し入れ（Club Harie の

バームクーヘン）とあっておいしかった。疲れた後の糖

分は至福の時をもたらしてくれる。❷ 第 2 は便利で

肌身離せなくなったスケッチブックだ（写真 2，緑）
（SKETCH BOOK，セ -Y3，コクヨ）。縦長の手帳サイズだが，ク

ロスセクション（方眼紙）タイプで，カバーが厚く，

下敷き無しにメモが取れる。私にとってはケータイ

やスマートフォン以上に大切な身の回り品になって

おり，いつも上着の内ポケットに忍ばせている。今

も電車の中で，このスケッチブックを取り出し，原

稿を書いている。亀井研では，遺跡の発掘等の野外

調査時の必需品になっているようで，段ボール箱単

位で購入するとのことだった。このスケッチブック

に出会って以来，電車は鈍行（普通列車）にすれば，

座って，隣の人の迷惑にならないように原稿がかけ

るので，長時間通勤も苦にならなくなった。メモ帳

も進歩しているのだ。

鈍行といえば，学生の頃（今から 45 年ほど前）に新

宿から北陸線の入善（にゅうぜん）まで，鈍行で中央線

と大糸線経由でよく帰省した。今から思えば気が遠

くなるような話しだが，乗客を観察していると飽き

なかった。そんな中で，やがてお金に余裕ができたら，

小谷温泉（南
みなみおたり

小谷駅に案内看板が架かっていた）に つかりに来よ

う，小淵沢（こぶちざわ）や茅野（ちの）あたりで「釜めし」

を買いたいと思っていた。前者はまだ実現していな

いが，後者の釜めしは今回の Pottery Camp で実現す

ることになった。釜めしの容器は益子町（ツカモト）

で作られていたのだ。一日の生産量は 11,500 個。製

造過程は，ほぼ自動化されているが，毎日 7.5 トン

の粘土が使われていると聞くと，食べ終わった後の

容器もいとおしくなった（これは 2013.12.24 の後日談）。

❸ 第 3 の出し物は，ノートだ（写真 2，オレンジ色）
（SCHÖPFER，LiFE N63，ライフ㈱）。今回のイベントのために，

遠藤さんが中心になって，わざわざ銀座まで買いに

行ったというだけあって，色合いも使い勝手も申し

分なかった。参加者全員が同じノートを使うのは団

結心を高める上でもよさそうだ。A5 版サイズで携帯

するにも便利だった。作業ズボンのポケットにこの

ノートを入れた阿児さんの姿（写真 3）はピシット決

まっていて，今回の Pottery Camp に臨む並々ならぬ

決意が伝わってきた。服装に無頓着な私でも「なる

写真 1. ギターを片手に作陶精神を語る本学出
身の 陶芸家 村田浩 （今回の Pottery Camp の主
任コーチ）。

写真２．全員に配布された小形スケッチブック（緑色）と A5
版ノート（オレンジ色）。



ほど勝負服は大事だ」と思ったから，参加者も気持

ちを引き締めたに違いない。

 写真 3. ズボンのポケットにノート（オレンジ
色）を入れ た阿児さん。

写真 4. 寿司職人の柳刃包丁。左のものが右の
ようになるまで使い込んだ。

12/12（木）に，型 ･ 手びねり用の粘土が届いた。

というよりは，益子からわざわざトラックで小峰彰

さんと中山武さんが届けてくれたのだ。皆で恐縮し

たら，彼らは「うわさの『カフェ & キッチン林』に

入ってみたかったから，ちょうどいい機会でしたよ」

と，逆に気を遣ってくれた。柔らかな土と共に生き

ている人たちは心も柔軟なようだ。ロクロによる作

陶では形に制限があり，手びねりでないと作れない

作品もあるようだ。その上，手びねりの方が，土に

手を触れている時間が長くてよいと感じる作陶家も

少なくないようだ。濱田庄司もその一人だったよう

で，濱田展となると寝袋で前夜から行列ができるほ

ど，熱烈なファンがいるそうだ。小峰さんと中山さ

んの労に報いるべく私たちも努力した。

大岡山で有名な食事どころは 多いが，最近 博物館が

お客さんを案内したところとして，うなぎの「大和

田」と寿司の「たちばな」も紹介しておこう。「大和田」

は博物館設置の立役者である道家達將特命教授のお

気に入りの店だ。Pottery Camp の少し前（2013.7.23）

になるが，益子陶芸美術館の横堀聡副館長と松﨑裕

子学芸員が博物館を訪ねてきた。島岡達三展（益子

町名誉町民章受賞記念）のために貸し出していた作

品の返却とお礼のためだった。あいにく夕刻から激

しい雷雨となったが，北口商店街のかなり先にある

店まで歩いた。店は浸水していたが，ちょうど水を

掻き出したところだといって，うなぎを焼いてくれ

た。老舗で もてなすのも博物館関係者の大事な心が

けのようだ。

12/14（土）。村田さんが実演指導のために 2 度目の

来学。今回は娘さんの明果さんも一緒で，手びねり

のデモをして貰った。慰労をかねて夕食は寿司の「た

ちばな」に招待した。ここは食通の亀井先生（料理やお

菓子作りが趣味で食材選びからこだわる玄人 ; 12/22 の益子行きのバスの

中では，手製のアップルパイを振舞って貰った）お気に入りの店だ

けあって，旬の魚がおいしい。寿司職人と包丁の話

になったところで，店は せがれに任せて忙しい時だ

け手伝いをするという “ たちばなのオヤジさん ”（日

下部 春男）が現れた。そこで見せてくれたのが，自

分の店を持って以来，25 年間使い続け，思い出の品

として記念にとってあるという包丁だった（写真 4）。

職人はここまで道具を大事に使い込むのかと感心し，

写真を撮らせてもらった。一日に何度も研ぐという

から，数年もすれば，元の形（左）が想像できない

ほど（右）になる。それでも使い続けたというから，

包丁一本で一家を支えているという気概とお客さん

に満足してほしいという職人の心意気が伝わってき

た。寿司屋さんのカウンターの向こうでは知られざ

るドラマが展開しているのだ。同様に，皮膚をすり

減らし，“ ひび ･ あかぎれ ” と闘いながら，精神を集

中して作陶に励む陶芸家の苦労が偲ばれた。

東京工業大学博物館
（文責： 博物館資史料館部門 広瀬茂久）



Pottery Camp 便り 番外編（1）2013.12.22 − 24（2 泊 3 日）こぼれ話

昼は東京　夜は札幌

益子は大岡山から車で 2 時間半のところにある。古

くから陶芸の里として知られ，本学出身の濱田庄司
（1894 ～ 1978，人間国宝）や島岡達三（1919 ～ 2007，人間国宝）

が作陶の舞台とした所だ。村田浩（1967 無機材）も父

に次ぐ 2 代目として活躍中だ。

この村田さんの手ほどきで，益子焼に挑戦しようと

いうのが今回の「東工大 Pottery Camp」で，本学

の学生と附属高校の生徒，合わせて 21 名が参加し，

現在進行中だ。12/14（土）と 12/15（日）には村

田さんと娘さんに大岡山に来て貰って，手びねり作

品を作り，12/22（日）～ 12/24（火）は益子（地
図 1）に出向いて，ろくろ作品に挑んだ。これらを

登り窯で焼き上げるのが今回の Pottery Camp のメ

インイベントで，火入れは年度末の 3/25（火）～

3/28（金）に予定されている。登り窯の体験は貴

重な財産になるはずだ。デートや採用面接の際の話

題にもなるし，何より “ 心 ” を焼成してくれる。

地図 1. 陶芸の里 益子町。芳賀 “ 青年の家 ” に泊まり，陶芸メッ
セでロクロを用いた作陶に励んだ。

正式の Pottery Camp 便り（報告書）は後ほどお届

けするとして，ここでは，番外編として，印象に残っ

た場面と言葉を紹介したい。❶「昼は東京，夜は札

幌」： これはクリスマスの頃の益子の気温だ。気の

利いた表現で思わずメモした。ヒートテック衣類の

お陰で風邪をひかずにすんだ。“ 野性味あふれるロー

テクで生き抜く益子焼 ” と “ 文明の利器ヒートテッ

ク ”—両極端を味わった益子滞在だった。❷宿泊先

の芳賀“青年の家”には，生活目標が掲げられていた：

「来たときよりも美しく」。これは整理整頓と清掃を

指すのだが，所長さんは「利用者の心も」と付け足

した。益子焼の釉薬に匹敵する名言だろう。❸昭和

36 年の開所以来，青年の家に延々と受け継がれてき

た食事訓も暗唱した： 「つるかめのように長生きした

ければ，つるつる飲むな，かめよ かめかめ （写真 1）」

と唱えないと箸を持たせて貰えない。30 回噛めば胃

潰瘍も直るし，50 回噛めば精神を病むこともないと

聞くから，これを機会に実践したいものだ。

写真 1. 芳賀青年の家の食事訓（小学生に人気）

❹ 2011.3.11 東日本大震災のときは，芳賀 “ 青年の

家 ” でも，150 人ほどの被災者を受け入れたそうだ。

世話をした人が驚いたのは，ペットを断ったところ，

ペットと一緒に寒い夜を駐車場で過ごす家族がいた

ことだ。「他人はペットと言いますが，私たちには家

族ですから」と。もう 1 つ印象深かったのは，ご飯

のお代わりを勧めたときの返答だ： 「お代わりなん

てとんでもない。温かいご飯が食べられるだけで十

分です。十分過ぎます」。

❺衝撃的だったのは，益子陶芸美術館での出会いだ。

Pottery Camp の合間に，企画展「土の姿」を見に行っ

た。“ 心の形 ” コーナーで目にした盲学校生（千葉県立

千葉盲学校，作者不詳）の作品に足が釘付けになった。そ

こにあったのは，研ぎ澄まされた触覚が作り上げた

作品で，雷に打たれたような感覚に襲われた。普通

の人が視覚情報処理に使っている脳の部分を触覚情

報の処理にあてることによって，常人にはまねので

きない超能力を獲得したのだろう。作品の撮影は禁

止だったので，見学の様子として，尻込みする同行

者にシャッターを押してもらった（写真 2）。

写真 2. 盲学校生の研ぎ澄まされた触覚の世界



頃の宮参りを思い出させてくれた。アカマツを焼（く）

べる登り窯には 人知の及ばぬところがあり，それが

魅力でもある。「祈り」の先にあるものに静かに思

いをはせ，その実現を願いつつ，いよいよ火入れの

Pottery Camp 便り 番外編（2）

釉掛けと登り窯での焼成のための 3 泊 4 日（2014.3.25 ～ 28）の こぼれ話

「昼は 400，夜は 2000」

ミスター花粉症 & 新入社員研修

宿舎である青年の家に着くと，ミスター花粉症とい

われている職員の方々（白相所長，上野さん）から熱烈な

歓迎を受けた。益子への道すがら，なんとなく「杉

が多いな」と感じていたが，「周囲は，基本，杉で

すから」といわれると恐ろしくなった人もいたかも

しれない。私も気のせいか，目や鼻がむずがゆくな

り，持参したティッシュの枚数が気になりだした。

今回は，研修のために来ていた日成メディカルの新

入社員の人たちと同宿で，少し気を遣う必要があっ

たが，感心する場面も多かった。青年の家の事務の

人の話では，社長さんが地元出身で，気骨のある人

だそうで，食堂では次のような食事訓を斉唱して

いた： 「天地の恵みと多くの人々の働きに感謝して，

生命（いのち）のもとをいただきます」。食堂を出ると

きは，ドアのところで一人ひとり丁寧におじぎをし

てから退出していた。廊下ですれちがう時も軽く会

釈してくれた。宿の事務の人たちにまで研修のピリ

ピリ感が伝わってきているというので，私たちも相

当気を遣いつつも興味津々で様子をうかがっていた

が，2 日目の晩に予想外のことが起こった。喉が渇

いたのだろう，玄関わきの自販機のところへ日成メ

ディカルの研修生がやって来た。運悪く（と私には

思えた），近くに社長よりも厳しそうな上司がいた

のだ。飲み物は諦めて引き返すのかなと思って見て

いると，上司が財布から 1000 円札を取り出し，新

入社員を手招きしたのだ。日成メディカルは医療機

器の販売を手掛けている会社だそうだが，未来は明

るいと確信させられるシーンだった。

火入れの儀式まで

他人の心配より，こちらの心配となるが，村田さん

（本学出身の陶芸家）を始めとする先生役の方々の

お陰で，施釉（せゆう，釉薬掛け）や窯詰めが順調に進み，

火入れの儀式となった。窯の正面に榊（さかき）・お神

酒（おみき）・塩を供えての，2 礼 2 拍 1 礼は，子供の 写真 1. 登り窯への火入れから攻め焚き直前までの様子



ぢう」。車の送迎をことわって，空き時間に名所め

ぐりをした小尾欣一 ･ 道家達將特命教授の健脚ぶり。

旧濱田庄司邸の庭で咲き誇る梅とは対照的に，多く

のヘタをつけたまま（写真 2），登り窯を見守るよう

に静かにたたずむ柿木など，印象深い場面や自然が

多かった。これらの いろいろな思いが詰まった陶芸

作品ができ上がりそうだ。阿児（あこ）さんが言うよ

うに，今回の陶器作品は 出来不出来を問わず 宝物

となりそうだ。

瞬間が来た。呼吸を整え，一瞬の静寂の後に火を放

つ。厳（おごそ）かな始まりだった（写真 1）。

一度 登り窯を経験してみると，その仕組みと焼き

上げ（焼成）の手順がよく分る。それまで別世界の

言葉だった「オキ（焚火の底にたまる真っ赤に焼けた炭状物）」，

「攻め焚き」，「大口上り」，「ゼーゲルコーン（温度を測

る道具）」，「色見（釉薬の溶け具合を見るサンプル）」などが身

近に感じられるようになった。薪の消費量も予想以

上だった。1 年前の予約が必要なわけだ。薪の太さ

も，大中小と使い分け，投げ込む本数，頻度，位置で，

窯内（焼成室）の温度をなるべく均一に上げていき，

最終的には 1300℃近くをしばらく維持する。まさ

しく職人芸だ。暗闇の中，窯の穴から吹き出す火炎

は圧巻だった（写真 1）。「火」は炎の揺らぎと色で

人の野性を呼び起こし，時には暴力的な熱さで人々

を圧倒する。実際，プロでもまゆ毛やひげをチリジ

リに焦がしてしまうことがあるそうだ。古代の哲学

者が，宇宙は火 ･ 水 ･ 土 ･ 気で出来ていると考えた

訳が分るような気がした。懐中電灯がないと夜道は

歩けなかった。その分，夜空には北斗七星がくっき

りと見えた。

サポーター

濱田友緒さん（濱田庄司のお孫さんで「益子参考館」館長）が激

励を兼ねて，窯焚きの様子見に駆けつけてくれた。

窯焚きのやり方には，それぞれの工房による違いが

あるそうだ。昔は，今回の窯の数倍もあるような巨

大窯で，焼き専門の職人さんたちがいた。粘土を練

り上げ形を作る職人と焼き職人は別々で，分業体制

がとられていたのだ。時代が変わり，機械による大

量生産と共に職人も消え，今は一人の作陶家が成形

から焼成までを通して行うようになっている。横

堀 聡さん（益子陶芸美術館副館長）はインフルエンザで残

念ながら来場はかなわなかったが，学芸員の松﨑裕

子さんが駆けつけて花を添えてくれた。本学技術職

員の関根正さんが陶芸仲間と一緒に東京から車で駆

けつけてくれたのも嬉しかった。関根さんとは，ア

イソトープ実験で世話になって以来，28 年間のつ

き合いになるが，定年後にこういう形で再会すると

は夢にも思わなかった。町長の大塚朋之さんが 4 箱

も抱えてきたイチゴ「とちおとめ」，前町長の平野

良和さんが これも 4 箱 提（さ）げてきた「赤羽まん

写真 2. 旧濱田邸で登り窯を見守るように，ひっそりとたたずむ
柿木。残されたヘタに郷愁をそそられた。

 
門外不出 秘伝の技

今回の写真撮影はプロの方（宇都宮在住の乾剛さん）

にお願いすることにした。集中力を要する作業が多

く，中でも窯焚き時には全神経を「火」に集中しな

ければならず，自分たちで写真を撮る余裕がないと

思ったことと，登り窯と格闘する姿をなるべくいい

形で残したかったからだ。それでも余裕があるとき

は自分たちでも撮りたいと自前のカメラも持参した。

博物館の仲間と一緒に，使い慣れない一眼レフの高

級カメラをもてあまし加減にしていたら，乾（いぬい）

さんが声をかけてくれた :「カメラは得意ですか？」

「いえ，ダメです」「では，簡単なコツを教えましょ

う」というわけで，本稿のタイトルにあるように，「昼

は ISO を 400 に，夜は 2000 に合わせなさい」と

教えてもらった。後はシャッターを押すだけで，今

までとは見違えるような写真が撮れるではないか。

何事にも極意はあるのだ。＜慣れてきたら，日中屋

外 100，曇り ･ 室内 400，夜室内 800，夜景 2000 ＞

秘伝の技を惜しげもなく教えてくれた乾さんを紹介

しておこう（写真 3）。商業写真家として活躍中に，



美術評論家として高名な青木宏さん（当時 栃木県立

美術館の学芸課長）に声をかけられ，島岡達三の陶

器作品を撮ったのを皮切りに，著名作家の展覧会図

録等を多く手がけてきている。最近では，プロアイ

スホッケーチーム（H.C. 栃木日光アイスバックス）の専属カ

メラマンを務めるなど，静 ･ 動あわせ持つ類まれな

カメラマンだ。登り窯を舞台に，村田浩と乾剛のコ

ラボレーションでいい写真が生まれたとしたら，是

非我が博物館に収蔵したいものだ。

 薪の投了まで

窯焚きは徹夜の作業となったので，交代で仮眠をと

りながらの “ 実習 ” となった。指導にあたる村田さ

んらプロの陶芸家の人たち（村田浩 ･ 萩原芳典 ･ 大塚雅淑 ･

大塚誠一 ･ 島岡桂 ･ 中山武 ･ 阿部智也）は，文字どおりの徹夜

だ。仮眠といっても宿舎（芳賀 “ 青年の家 ”）まで

帰る時間的余裕がないので，登り窯に近い「益子陶

芸美術館」の研修室を借りて，床でのゴロ寝となっ

た。久々に「元気くんマット」と寝袋の世話になっ

たが，意外と温かかった。

徹夜明けのおにぎりと漬物は格別だった。ディスポ

カップに山盛り一杯もの漬物を頬張ってしまった。

漬物の野菜は地元のとれたてのものだったに違いな

い。更なる味付けをしたのが，寝息と鼾（いびき）の

話題だった。寝息は十人十色で聴き応えがあったよ

うだが，強烈なイビキが 3 ヶ所で炸裂していて，し

ばしば眠りを中断されたそうだ。私には，大きめの

イビキは 2 つしか聞こえなかった。となると，第 3

のイビキ源は自明だ。リポビタン D で生き返った人

も少なくなかった。

ゼーゲルコーンと色見を参考にして，焼き上がりを

判断し，薪の投入を終えた。あとは 1 週間かけて窯

を徐々に冷まし，窯出しとなる。静かになった窯か

らは陽炎（かげろう）が立ち上り，近づくとほのかに暖

かく，疲れを癒してくれた。記念撮影の後，迎えに

来てくれた貸し切りバスで宿に向かい，シャワーを

浴びて身支度をした。遅めの昼食は，奮発して地元

特産の天盛蕎麦（てんもりそば）だったが，旅に出ると

便秘する人が多かったらしく，4 日目ともなると舌

と腸が共鳴することは無かったようだ。「家のトイ

レでないと…」という参加者が多かったのには驚く

とともに，いかに家庭が大切な場所であるかを再認

識させられた。腸管は 2 重の神経叢で包まれており，

“ 小さな脳 ” といわれている。この小さな脳が過敏

にならないようにするにはどうしたらいいか？現代

人が克服すべき最重要課題かもしれない。

渋滞の中の夜景

前日の寝不足のせいもあって，バスの中は ほとんど

が爆睡状態だったが，運転手さんは首都高の渋滞と

格闘することになったようだ。途中で湾岸線に乗り

換えたがそれも効無く，レインボーブリッジを通り

抜けるのに 30 分もかかった。歩いても こんなには 

かからないだろう。嘆いてもしょうがないので東京

の夜景を楽しむことにした。東京タワーがスカイツ

リーに道を譲った後も健闘している姿が頼もしかっ

た。延々と続く車のテールランプ（写真 5）に 登り

窯の火炎を連想した。

予定より 1 時間以上遅れて，大岡山の百年記念館

に着き，簡単な後片付けをして 19:30 過ぎに解散

写真 3. Photographer INUI Tsuyoshi

写真 4. 徹夜明けの朝食。おにぎりと漬物に加え，釜飯容器での
豚汁もおいしかった。



となった。参加者は家路を急ぎながら，教員からの

次のようなメッセージを反芻してくれたに違いない

（ここでは博物館関係者の “ ひとこと ” のみ採録）: 

【道家】皆さん，お疲れ様。東工大ゆかりの地で

Pottery Camp ができたのは，今後，博物館活動を展

開する上でも，大変大きなことだった。若い人たち

のパワーに圧倒されつつも，元気を貰うことができ

た。今回の経験が皆さんの人生を豊かにしてくれる

ことを願う。【広瀬】お賓頭盧さま（おびんずるさま，後述，

写真 7）のこともお忘れなく。【阿児】出来不出来を問

わず，今回の経験が詰まっているという意味で 皆さ

んの作品は かけがえのない財産になるので，大切に

保存し，時として人生の賦活剤 ･ 潤滑剤として活用

して欲しい。【遠藤】ものを作ることの大変さと喜

びを学んでもらえたとしたら嬉しい。登り窯の火勢

を均一に保つのは容易でなかった。プロの人たちで

も，まさしく格闘しながらコントロールしていた姿

が目に焼き付いていると思う。そして最後に皆の息

が合って，生き物のような登り窯（実際イモムシに似てい

なくもない）と一体化し，よしうまくいっていると思っ

た時に心の底から湧きあがった感覚，それが “ もの

つくり ” の醍醐味だろう。あれだけのスタッフのも

とで作陶ができただけでも本当に幸せなことで，一

般的には実現不可能な共演（チーム編成）だった。

それを可能にしたのは村田さんの人柄と東工大 ･ 益

子の強い絆だったことに気付いてもらえたとしたら，

世話人冥利に尽きる。【亀井】手工芸品には値段で

表せない価値があることがよく分ったと思う。高校

や大学を巣立つ卒業生にも，学歴では表せない価値

があることを強く意識して今後の人生に生かして欲

しい。

 ------------------------------------------------------

余話 1: 西明寺（さいみょうじ） 

写真 5. Rainbow Bridge を過ぎたあたりの下り坂。車の Tail lamp
が「渋滞ですよ。諦めなさい」といっているようだった。
右 : 昇温中の 2 番目の窯に刺した熱伝対は，1018 度をさしていた。

写真 6. 旧濱田邸に向かって 村田さんの講評を聞く参加者。縁側
の人たちは，今回の指導者。彼ら若手は，益子の将来を担うと期
待されている（実際，2 日目の 3 月 26 日に，大塚雅淑さんと萩
原芳典さんが背広姿で現れたので，訳を尋ねてみると，「益子焼 
伝統工芸士」に選ばれ，認定証伝達式に出てきたとのことだった）。
村田さんはじめ指導をしてくださった皆さん，有難うございまし
た。「百聞は一見に如かず，いや百聞は一験に如かず」を痛感し
ました。

写真 7. 御賓頭盧様（おびんずるさま）とのスリーショット。
左は御賓頭盧様になりきった筆者。



急な山道を登りつめたところに位置する宿舎（芳賀青

年の家）の少し上に，古く（天平 9 年，737）から続く寺が

ある。3 日目，昼食のために宿舎に戻った後の短い

昼休みを利用して，皆で この寺（西明寺）を散策す

ることにした。三重塔（1537，重要文化財）を左手側に

見て，楼門（重要文化財）をくぐると本堂が見えてくる。

一番心を惹かれたのは，国指定の重要文化財でもな

く，県指定の文化財でもなく，本堂の右手に置かれ

た木製の “ お賓頭盧様（おびんずるさま）” だった（写真
7）。木目と表情が何とも言えずユニークだった。悪

いところをさすると直してくれると聞いて，お賓頭

盧さまの肩をトントンとたたいて，軽く頭に手を添

え，「今回の Pottery Camp に参加している若い人た

ちの願いが叶いますように」，「息子たちの願いが叶

いますように」と 2 体のお賓頭盧さまにお願いをし

た。定年を過ぎた私の願いだ。

閻魔堂（えんまどう）に鎮座する閻魔様の裁判官ぶりが

面白かった。三途の川を渡る時には，悪人ほど深み

にはまり衣類が濡れるのだそうだ。渡りきったとこ

ろに奪衣婆（だついば）がいて渡って来た人の衣類を脱

がし，傍らの木の枝に掛ける。枝のしなり具合を見

て閻魔様は行き先（地獄 ･ 極楽）を決めているらしい。

こう聞いて，「私が旅立つときは水着にしてもらお

う」とつぶやいた参加者がいた。ウイットのきいた

反応に，自ら案内人を買って出てくださった芳賀青

年の家の添谷さん（そえやさん，社会教育主事）も嬉しそう

だった。枝のしなり云々の前に閻魔様の心がしなり

そうだ。いや，年老いて旅立てば閻魔様の心も乱れ

ることはあるまい。

境内には天然記念物に指定された高野槙（こうやまき，

樹高 30 m，周囲 5.4 m）と椎林叢（しいりんそう，周囲 2 m 以上）

があり，敬虔な雰囲気を醸し出していた。椿も目立っ

た。そして，四角い竹には驚いた。別の場所に移植

すると丸くなるというのも西明寺が祈りに適した特

別の場所として信徒の心の支えになっているのかも

しれない。四角い竹とその周りの土壌や水を分析し，

謎を解明したくなった。住職は国立がんセンターで

研究をした経験のある医師でもあるそうだから，協

力してもらえるに違いない。

西明寺散策の始めに，信徒会館横（駐車場わき）の竹林

の前に連れて行かれて，「竹には雌雄があるって知っ

ていますか？よく見て，雌雄の違いを当ててみてく

ださい」といわれたが，誰も答えられず，「参拝を

して帰ってくるまで，よく考えておいてください」

とお預けになった。15 分間の見学予定が，気付い

てみると 45 分も経過していたが，誰もせかす人は

いなかった。それほど案内人の話術は巧みだった。

ここでは触れなかったが，アカゲラの巣についてだ

けでも，時間が許せば 30 ～ 40 分は欲しそうだった。

TV のトークショーの司会ができそうだと思ったの

は私だけではあるまい。さて，竹の雌雄の見分け方

だが，附属高校の 3 年生が竹をジーと観察して正解

を出したのだ。これには出題者を含め全員が感嘆の

声を上げた。

注 : 竹の雌雄は便宜的なもので，植物学的には一般
的な植物同様に雌雄同体。タケノコをとる竹林では，
下から見て一番目の節から出た枝が一本だけのもの
を雄竹，二股になったものを雌竹といって区別して
いる。枝が一本の雄竹は，精力が弱いとみなされ，
間引かれるそうだ。

筆者（広瀬茂久）の机の上には いつも村田さんのカップがのっ
ている。



Pottery Camp 便り 番外編（3）

窯出しの 1 泊 2 日（2014.4.5 ～ 6）の こぼれ話

「箱入り娘」

饅頭も焼き物

今回は，都合で参加できなかったので，話を聞いて

想像したことを記す。本 Pottery Camp の幕開けを

飾ったのは，予想外のお菓子（バームクーヘン）と

ギターだった。そして，私にとっては，最後は お土

産として貰った益子の銘菓「ぽんた まんじゅう」で

閉幕となった。考えてみれば，饅頭も れっきとした

焼き物で，Pottery Camp の名残を惜しむには 申し

分のない土産だった。昔，いろんなところで「たぬ

き」の焼き物を見た。多くは，信楽焼（しがらきや

き）で今の「ゆるキャラ」の元祖ではないかと思うが，

益子の狸「ぽんた」もユニークゆえ一見の価値はあ

りそうだ。

写真 1. 益子名物の饅頭

開けてニッコリ登り窯

今回は，かなりの強行軍で，登り窯から出した作品

を宿舎に持ち帰り，夜なべで整理したようだ。陶器

を広げるには場所が要るので，セミナー室（2 室）

のみでは足りず，談話室やロビーも占領した。同宿

の団体が無くて幸いだった。整理が終わったところ

で翌日のプレゼン（司会進行も参加者主導）の準備

もあり，ゆっくり風呂につかる余裕も無かったよう

だ。附属高校ではプレゼンの機会が多いらしく，一

晩だけの準備とは思えないほどの出来ばえだったと

大学関係者は驚きのコメントをしていた。これを聞

いた高校の先生方は日ごろの努力が報われているこ

とを知り，満足そうだった。もちろん陶器自体の出

来ばえも予想以上だったようだ。村田さんをはじめ

とするコーチ陣も，多少のお世辞はあったにしても，

「ここまでうまくいくとは思っていなかった」と口々

に語っていた。

箱入り娘
登り窯で焼くときには，温度ムラをなくするために

匣鉢（さや）という箱に入れるものが多くなる。匣

鉢の上において敢えて変化を求めるものもあるが，

出来上がりは概して匣鉢入りがいいようだ。焼き物

の世界でも「箱入り娘」は “ 真実 ” のようだ。私に

は作品の良し悪しは全く分からないが，プロの目か

ら見ると，青年（生徒 ･ 学生）の作品の方が壮 ･ 老

年（教員）のものより魅力的だったようだ。土は正

直だと納得した。

写真 2. 品評会用に陳列された参加者の作品。上は村田さんの作
品と乾さんの写真。2014.4.6

写真 3. 焼成用のケース（匣鉢，さや）



図 1. 窯内の陶器の配置と焼き物を科学するための番地付け。前
面の焚口（大口）からの熱風（炎）は，下方から第 1 の窯（室 1）
に入ってきて，積み重ねたサヤ（箱）に当たり上方に向かった後
に，後方の棚の間を抜けて下降し，下の隙間から第 2 室に入って
いく仕組みになっている（赤矢印）（写真 3 右も参照）。

写真 4. 窯内での所在番地 （図 1 参照） ラベルが貼られた作品。ラ
ベルの総数は 2000 枚近く，しかも手書きとなると，その準備だ
けでも大変だったに違いない。村田さんらの労に感謝すると共に，
次回は参加者側で用意することにしよう。

親方

附属高校の成田さんは 村田さんの親方ぶりと科学

者及び教育者としての側面に いたく感じ入ったそ

うだ。登り窯は複数の窯がつながっているが，窯に

よって温度が異なり，同じ窯の室内でも場所によっ

て熱風（炎）の当たり方が微妙に違ってくる。その

ことを参加者に実感してもらうために，村田さん

は，気の遠くなるような作業を指示してくれたよ

うだ。成田さん曰く：「窯出しの際，職人さん方は，

最初 戸惑った様子でした。作品を取り出すにあたっ

て，先ず作品の置かれていた場所を細かく記録する

ことになったからです。それには，先ず，作品を収

納したサヤ（72 個 = 6 × 4 × 3 室）と作品をむき

出しで載せた棚板（345 枚 = 7 × 5 × 3 室）に そ

写真 5. 陶芸メッセ ･ 益子にある旧濱田庄司邸の庭で咲き誇る梅。
左に今回使った登り窯が見えている。

の在り処を示す記号を付し（図 1），窯の外に取り

出した後は，個々の作品すべてに窯内の所番地を示

すラベルを貼る（写真 4）という煩わしい作業をし

なければなりません。聞いただけでも気が遠くなり

ます。普段はこんなことをせず，どんどん出してい

くだけらしいのですが，今回は，親方である村田さ

んからの指示だということで，従った感じもありま

した。最初は（しぶしぶ？）だったかもしれませんが，

途中から，『こうすると，作品を意図したように仕

上げるには，どの場所がいいか明確になるから，次

に焼くときにいいよな』と，職人さんたちも村田さ

んの “ 焼き物を科学する心 ” に触れ，さすが親方だと，

村田さんの株も上がったのではないでしょうか。こ

の「所番地シール」付けは，高校で課題研究の一環

として取り組んでいる「釉薬の研究」の上でも有用

で，生徒たちも大変喜んでいました。このあとのデー

タ整理が楽しみです。学生 ･ 生徒に焼き物を科学し

てもらおうという村田さんならではの配慮だったと

思います。ちなみに村田先生の大壷（写真 2 上）は，“2

さ 5 上 ” にあったと思います」。

春爛漫 Spring is in full bloom

3 月末に益子に行った時には，梅が満開だった（写
真 5）。それから 10 日。今回は桜が満開だったそう

だ（写真 6）。東京の桜並木とは違った山桜の中に身

を置くと，自然と一体化し，万葉集の世界に迷い込

んだような感覚に襲われたそうだ。



 母なる登り窯

聖火台にともる火よりも美しく 強く私たちの心を

打ったあの火を忘れることはあるまい。参加者全員

とコーチ陣（プロの陶芸家）が 1 つの母なる登り窯

を共有したという意味で私たちは兄弟姉妹だ。時が

流れ記憶が薄れても，兄弟姉妹の名前と顔がよみが

えるように，記念写真には PhotoShop を使って全

員の名前を入れた。節目節目の記念日には，今回世

話になった村田さんをはじめとする陶芸家の人たち

の作品を購入し，自分の作品と記念写真を取り出し

て，感謝の気持ちとお互いの精神的な絆を深めてい

こう。

本キャンプで益子に滞在するときは，行き帰りは貸

切りの大型バスだったが，現地ではレンタカーを借

りた。快適かつスムーズに移動ができたのは，運転

手役を努めて貰った亀井 ･ 遠藤 ･ 岩城 ･ 成田 ･ 櫻井

さんたちのお陰だ。同乗者を宿舎の玄関前で降ろし

た後，少し離れたところにある駐車場に戻ってから，

写真 6. 芳賀青年の家の近くの桜。杉林を背景に春の陽ざしを浴
びる姿には えもいわれぬ風情が感じられた。

写真 7. まとめの一枚は やはり生き物のように火を噴く登り窯だろう。参加者の未来を照らす心のたいまつのようにも思えた。

急な階段を上って来るのは大変だったに違いない ; 

皆の食事を遅らせてはならないと 息を切らして食

堂に駆けつける姿は献身的だった。身内ではあるが，

遠藤さんと阿児さんの涙ぐましい努力にも感謝して 

結びとしよう。

--------------------------------------------------
参加者リスト（備忘録）

【大学】遠藤康一（世話人）・阿児雄之（世話人）・亀井宏行・
広瀬茂久・道家達將・小尾欣一・尾野田純衣・佐藤美由紀・
岡地智子・櫻井修（レクチャー 1）・関根正，【附属科学技
術高校】森安勝・成田彰（レクチャー 2）・岩城純・片渕
和啓，【コーチ陣】村田浩（レクチャー 3）・萩原芳典（焼成）・
大塚雅淑（焼成）・大塚誠一（焼成）・島岡桂（焼成）・中
山武（ろくろ・焼成）・阿部智也（ろくろ・焼成）・村田
明果（型・手びねり），【その他】大塚朋之（町長）・法師
人弘（副町長，益子陶芸美術館）・横堀聡（益子陶芸美術館）・
松﨑裕子（益子陶芸美術館）・仁平毅（益子陶芸美術館）・
濱田友緒（益子参考館）・平野良和（栃木県民藝協会）・
塚本純子（つかもと）・齋藤一明（つかもと）・渡邉吉人（つ
かもと）・小峰彰（佳乃や）・白相寛（青年の家）・添谷敦

（青年の家）・上野竜一（青年の家）・乾剛（乾写真事務所），
【参加学生 ･ 生徒】mSuzuki･sKyo･hOguri･wYonemoto･aS
hinohara･mArai･nIkuyo･tKajikawa･mKawai･yKawamata･
mKiyokawa･hGoto･hNakaya･cNakayama･aNishida･nFuji
saki･kFujimori･yIida･nKondo･kSugawara･aMiki.

謝辞： 本 Pottery Camp の企画 ･ 実施に際し，（1）本学の
基金室，広報 ･ 社会連携課，田町地区事務区，（2）益子
町役場，陶芸メッセ，益子焼販売店協同組合，及び（3）
栃木県芳賀青年の家の方々に多大なご協力をいただいた。

東京工業大学博物館

（文責 : 広瀬茂久）


